
 

 

 

 

 

 

  

農 業 会 議 だ よ り 
 

第 58 号・令和 7年 11 月 

発行：一般社団法人佐賀県農業会議 

【 内 容 】  

１ ． 農 地 集 約 化 の 話 合 い （ 嬉 野 市 、 江 北 町 、 白 石 町 ）  

２ ． 農 地 利 用 最 適 化 の 取 組 み に 係 る 県 へ の 意 見 書 提 出  

３ ． プ ラ ス ワ ン 運 動 の 取 組 み  

４ ． 農 業 委 員 ・ 推 進 委 員 研 修 会 を 開 催  

５ ． 農 業 委 員 会 女 性 協 議 会 総 会 ・ 研 修 会 を 開 催  

６ ． 吉 野 ヶ 里 町 農 業 委 員 会  女 性 委 員 の 紹 介  

７ ． 農 業 担 い 手 Ｓ プ ラ ス  大 交 流 会 の Ｐ Ｒ  

８ ． 雇 用 就 農 資 金 事 業 の 募 集  

９ ． 大 規 模 農 地 紹 介  現 地 案 内 ツ ア －  ～ Open Farmland in 佐 賀 ～   

10． 玄 海 町 農 業 委 員 会 の 取 組 み  

11． 活 躍 す る 農 業 法 人 の 紹 介  

12． 農 業 者 年 金 の 加 入 推 進 に つ い て  

13． 全 国 農 業 新 聞 、 全 国 農 業 図 書 の 普 及 推 進 に つ い て  

14． 常 設 審 議 委 員 会 の 結 果 に つ い て  

15． 今 後 の 行 事 予 定 に つ い て  

 

農地集約化の話合いの様子（白石町） 



1．地域計画の見直しと農地の集約化について 
 

令和７年３月末までに県内すべての市町で３４３の地域計画が策定されまし

た。 

策定された地域計画の中には、現状の地図が目標地図となっているものや将

来の耕作者が位置付けられていないものなど様々です。そのため、市町等関係

機関は地域での話し合いを年１回以上行い、地域計画の見直しを進めていく必

要があります。 

 今後、農業者が大幅に減少することが見込まれる中で、地域農業を将来にわ

たって維持していくには規模拡大や生産効率性の向上を図る必要があり、農地

の集約化は不可欠となってきます。 

 そのため、県は市町及び農業委員会等の関係機関とともに耕作者や地権者の

意向を踏まえた上で、まず県内３か所（嬉野市、江北町、白石町）で農地集約

の実践地区を選定し８月～９月にかけて農地集約の話し合いを行いました。 

 

 １回目 ２回目 

白石町 ８月４日（月） ９月１日（月） 

江北町 ８月５日（火） ８月２７日（水） 

嬉野市 ８月２１日（木）  

 

話し合いの１回目は農地集約の目的や集約補完図の説明などについて県農業

経営課より話があり、地域として農地集約化を進めていく合意をとりました。

また、２回目は具体的に集約補完図の作成を行いました。 

この集約補完図を用いた方法は、担い手の耕作エリアを決めて、離農した農

地は、そのエリアの担い手が耕作する考えのもと、将来的に調整を進めていく

ため、最終的に集約化に結び付きやすいと考えられます。 

農地の集約化を進める中では、農地の賃借料の問題や地権者の意向など課題

もありますが、地域農業を維持していくためには、地域計画の見直しとともに

農地の集約化、集約補完図の作成が重要となってきます。 

（集約補完図の作成については次のページ） 



 



２．農地利用の最適化の取組みを強化するための意見書を提出 

         ～ 農業者の声を県に届ける ～ 

 
佐賀県農業会議の大園会⾧（佐賀市農業委員会会

⾧）と山崎副会⾧（唐津市農業委員会会⾧）は、10
月 22 日に｢農地利用の最適化の取組みを強化する
ための意見書｣を県農林水産部の池田副部⾧に提
出しました。 
 この意見書は、令和６年度に各農業委員会で行
われた農業者等との意見交換会の結果や令和７年
７月～８月に実施した農業委員会会⾧・事務局⾧
との意見交換会、さらに常設審議委員会の意見を
踏まえて取りまとめたものです。 
 意見交換では、大園会⾧より農業経営の効率化
を図るために農地の大区画化や集約化についての
支援を求めました。さらに、山崎副会⾧より上場
台地のダムに水があったおかげで春先の渇水に対
応できた。引き続き上場地区の農業水利事業につ
いての要望を行いました。 

池田副部⾧からは、「本県の農業振興を進める
上で担い手の確保・育成支援や基盤整備事業及び
農業水利事業にしっかりと取り組んでいきたい。
いただいた意見を今後の県施策の参考にしていきたい。また、国への要請活動に
も活かしていきたい。」と話されました。 
 

 
【意見書の項目】 

1．食料・農業・農村基本計画に掲げる施策の実現について 
2．担い手の確保・育成について 
3．中山間地域農業の振興及び有害鳥獣被害軽減対策について 
4．農業委員会法・基盤強化法・農地法等の見直しに向けた検討について 
5．地域計画の実現に向けた市町や農業委員会、農地中間管理機構への支援の 

充実について 
6．農業会議の運営予算等の安定確保について 

 

農地利用最適化の強化に関する意見書 
提出の様子 

地域農業の課題について意見交換 



３．プラスワン運動の取組みについて 
 
農業会議（会⾧：大園敏明）では、今年度から全農業委員会で「プラスワン運

動」の取組みをお願いしています。これは、農業委員・推進委員が、それぞれの
地域の現状や課題に対し、どういったことをやるべきかを考え、それに向けて何
かひとつ行動に移すというもので、この運動を通して農業委員会の役割である
「農地を守り、担い手を育てる」ことを実践していく取組みです。 

農業委員会から報告いただいた今年度の活動内容の一部を紹介します。 
 

≪地域計画関係≫ 
・策定の際のアンケートと目標地図を確認して、地区の状況を把握 
・目標地図の確認と現地確認（照らし合わせ） 
・策定時に将来の意向が確認できなかった農地の意向確認、目標地図への耕作者

張り付け 
・計画の見直しに向けた話し合い（協議の場）への参加 
 
≪集積・集約化≫ 
・耕作地として紹介可能な農地の意向確認 
・貸借の相談対応、利用調整 
 
≪新規参入の促進≫ 
・新規就農者との話し合い、新規就農相談会への参加 
・トレーニングファーム卒業生への農地のあっせん 
・遊休農地の所有者へ意向確認、参入者に照会できる  

農地として準備 
 
≪遊休農地の発生防止・解消、非農地化の推進≫ 
・管理不十分な農地の所有者への声かけ 
・新規発生した遊休農地の所有者を訪問、状況確認 
・再生困難な農地の非農地判断の実施、所有者の同意取得 
 
≪相続未登記農地関係≫ 
・未手続の貸借農地をリストアップし、未手続の理由が 

未相続や所有者不明の場合は制度の周知と活用促進 
 
≪日常活動≫ 
・各地区で月１回ミーティングを実施 
・日常的な農家への声かけ 
・定期的な農地の見回り 
 
 



４．令和７年度農業委員・農地利用最適化推進委員研修会を開催 
 
農業会議は、農業委員・推進委員が地域計画の推進や農地利用の最適化に積 

極的に取り組んでいくため、9 月 11 日、12 日に有田町及び神埼市で「令和 7 年
度農業委員・農地利用最適化推進委員研修会」を開催し、約 430 人が参加しま
した。 

研修では、まず、京都府京丹波町農業委員会
の元事務局⾧で、現在は全国農業会議所の専門
相談員等を務める永武幸子氏より、「一緒にす
すめる最適化活動の推進」と題し講演いただき
ました。6 年間の事務局⾧職で大事にされたの
が委員とのコミュニケーション。普段から積極
的に声をかけて委員が事務局へ立ち寄ること
を習慣化し、何でも相談・協力し合える関係性
に。委員の声を受けて活動記録簿記入の手引き
や利用状況調査判断事例集、地域計画策定に向けた委員活動の手引き等を作成
し、特に活動記録簿記入の手引きによるサポートによって活動日数が大きく増
加し、活動状況の把握や積極的な活動展開、外部に対する委員活動の周知と理解
につながったとのことです。 

次に、嬉野市農業委員会の石橋会⾧より、
「嬉野市における農地利用最適化の取組み」
について事例報告いただきました。嬉野市で
は委員活動の推進のために様々なことを実践
されており、タブレットによる現地確認や、活
動記録簿を書きやすく改善されたほか、定例
総会後の勉強会では農地法等の机上の研修に
とどまらず、現場での栽培技術等の研修も行
われています。   

また、地域計画については、国や県、JA 等との対話や連携のもと、地域の法
人や営農組合、再生協とも協議しながら策定し、今後は計画の具現化に向けて進
めていくとのことです。プラスワン運動では、農地の集約に向けた話し合いや担
い手がいない地域の参入候補地の調整にも取り組み、将来を見据えた委員会活
動に邁進されています。 

最後に、県農業経営課から「地域計画の充実・実現に向けた取組」について説
明され、昨年度までに県内 343 地域で地域計画が策定されており、これからは
計画の充実や実現に向けて、農地の集約や地域内外から幅広く受け手を確保し
ていく取組を進める方針であり、委員にはこれらの後押しをお願いしたいとの
ことでした。 

 

永武幸子氏の講演 

石橋勇市氏の事例報告 



5．農業委員会女性協議会総会・研修会を開催 
  

県農業委員会女性協議会（岩橋久美会⾧）は、８月２９日（金）に第１７回
総会を開催し、会員４２名（会員数４８名）が出席。令和７年度事業計画など
3 議案が承認されました。 

総会後には以下の内容で研修会を開催しました。 
【１】新任委員の自己紹介 

（鹿島市、神埼市） 
【２】女性委員の登用要請活動の報告 
       役員より 
【３】女性協議会での女性登用に関する 

取組みについて 
       女性協議会として女性登用促進     

のために何ができるか検討 
（グループワーク） 

【４】地域計画での女性委員の役割に   
ついて 

農業会議より 
【３】のグループワークでは、各委員が  

①女性登用する上での課題、問題点 
②女性登用につながった取り組み 
③女性協議会として何ができるか、し

ていくべきか 
について意見を交わしました。 
 
  登用が進まない要因として、「輪

番制があるので難しい」「家族の理解
が必要だから」 

女性協議会ができることとして、
「JA 女性部など女性組織と活動して
はどうか」「農業委員会に女性委員の
必要性をしっかり伝える」などの意
見が出ました。 

女性協議会では、これらの内容を
踏まえながら、登用促進に取り組ん
でいくこととしています。 
 
 
 

女性委員登用に関するグループワークの様子



６．吉野ヶ里町農業委員会 女性農業委員の紹介 
 

  今年度、改選した農業委員会の女性農業委員に活動で心掛けていることや 

意気込み等についてインタビューをしました。 

 
中村佐代子さん・２期目 
◎担当地区：三津 
◎選任経緯：ＪＡさが神埼地区の女性部から推薦 
◎経営作物：米・大豆 
◎趣味：家庭菜園 
◎活動で心掛けていること：農家への声掛けや相談活動 
 
 

隈本たつ子さん・２期目 
◎担当地区：箱川 
◎選任経緯：ＪＡさが神埼地区の女性部から推薦 
◎経営作物：米、麦、大豆 
◎趣味：スポーツ観戦 

 ◎力を入れたい活動：農業者年金の加入推進 
 
 
米光由喜子さん・２期目（中立委員） 
◎担当地区：大曲 
◎選任経緯：吉野ヶ里町役場に勤務していたことから自薦で就任 
◎趣味：ウォーキング 
◎活動への意気込み：農地パトロ－ルを通じた農家との情報の共有 

 
 

【女性委員へのメッセ－ジ】 
農業委員会の活動は幅広く 1 期だけでは、 
なかなか理解しきれない部分も多いので、 
是非 2 期以上は継続して頑張ってほしいと 
思います。 
 
女性委員をもっと増やしましょう!! 
 

 



７．農業担い手Ｓプラス 大交流会 



 



８．雇用就農資金事業の募集  



９. 大規模農地紹介 現地案内ツア－ ～Open Farmland in 佐賀～ 



１０. 玄海町農業委員会の取組みについて 
 

【農業委員会の体制】 
任期：令和 5 年 7 月 20 日～令和 8 年 7 月 19 日 
体制：農業委員 7 名、農地利用最適化推進委員 6 名、事務局 4 名 

 
(1)  農業の概要 

玄海町は、佐賀県の西北部に位置し、対馬海流を北上する対馬暖流の影響を
受けて比較的温暖で、標高 100～200 メートルの低い山が波状的に起伏してい
ます。玄武岩特有の「上場台地(うわばだいち)」では、豊かな大地と気候が、
農業生産の基盤となっています。 

特に、いちごやトマトといった施設野菜やハウスみかんの栽培が盛んで、玄
海町の主要な農業産品として知られています。また、畜産業も活発に行われて
おり、地域農業を支える重要な産業となっています。 
 
(2)  農業委員会の取組み 

玄海町では、町内を大きく 3 つの地区に区分けし､
各地区に 4～5 名を配置して、担い手への農地利用の
集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、農地の
あっせんなどの活動を日々行っています。 

また、毎年 1 回開催される「玄海町産業文化祭」
では、農業委員会のブースを出展し、農業委員や農
地利用最適化推進委員が、農業者年金の加入推進の
ためのチラシ配布や相談対応を行っています。 

さらに、昨年は企画商工課と共催により、「男女共
同参画」の観点から、「女性農業者との意見交換会」
を開催しました。町内の女性農業者 12 名、農業委員
7 名、農地利用最適化推進委員 6 名が参加し、活発
な意見交換が行われました。 

参加者からは、「女性の家事分担を男
性にも振り分けるなど女性の社会進出
に向けた意識付けが必要」等といった
意見が出されました。 

また、「これまで女性農業者同士が交
流する場がなかったので、こうした企
画はとても良いと思う。今後もぜひ続
けてほしい」と好評で今年度も 12 月に
開催予定です。 

 女性農業者との意見交換会の様子 

チラシ配布・相談活動の様子 
（玄海町産業文化祭） 



１１．活躍する農業法人の紹介 
循環型農業と６次化で未来を拓く ナカシマファームの挑戦！！ 

 

嬉野市塩田町の㈲ナカシマファーム 

代表取締役・中島大貴
ひろたか

さん(39 歳)は､三

代にわたり続く酪農(約 100 頭)を基盤に

自給飼料や堆肥の生産、乳製品の製造・

販売､さらにはカフェ運営までを一貫し

て行い循環型農業と６次化を実践。多角

的な経営で新たな価値を生み出す姿が注

目を集めています。 

同ファームでは、牛にとって快適な環

境づくりと自給飼料を使った乳牛の飼養

に力を入れ、持続可能な酪農を目指して

います。搾りたての生乳は､自社工房で

チーズに加工。特に、乳清を加熱してキ

ャラメル状に仕上げる「ブラウンチー

ズ」は国内でも珍しく、濃厚な甘みと香

ばしさが特徴です。 

さらに、生乳とコーヒーを組み合わせた「ミルクブリュー

コーヒー」を開発し、カフェで販売するほか、地域の新たな

特産品として注目されています。 

「生乳の良さをそのまま届けたい」という中島さんの思い

から製品はすべて手づくり。牛から出る堆肥は自社の牧草地

で再利用し、資源を循環させる仕組みを整えています。 

「厳しい時代だからこそ、酪農のもつ価値について頭を柔

らかく、多方面から見つめ直し、自分達ならではの酪農を磨

いて行くことが重要」と語る中島さん。地元の学校や観光客

を対象にした見学・体験の受け入れも進め、地域農業の魅力

発信にも力を注いでいます。 

伝統を守りながら新しい挑戦を続けるナカシマファームは、酪農の未来を切

り拓く存在として期待されています。 

カフェを運営するナカシマファ－ム代表の 
中島大貴氏（写真左） 

牛舎の様子 

自慢の逸品ミルク
ブリューコーヒー 



１２．農業者年金の加入推進について 
  8～9 月の新規加入状況は以下のとおりです。佐賀市、鹿島市、小城市、有田

町、白石町で加入があり、有田町と白石町が目標達成されています。 

12 月 9 日に「今すぐ加入が絶対お得！後悔しない賢い選択！！」をテーマ

に、農業者年金基金主催の「第４回農業者年金オンラインセミナー」が開催さ

れます。特に若い方向けのテーマですので、加入推進に役立つ内容です。是非

ご参加ください。（次ページにチラシあり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 前納納付の申込期限は１１月１４日です ★ 

今年は米価の上昇等により多くの農業者において高収益が見込まれる状況

で、農業者年金での社会保険料控除による大きな節税効果が期待できます。 

令和 8 年分の保険料を前納納付すれば 最大月額 6 万 7 千円×12 ヶ月＝ 80

万 4 千円 が全額社会保険料控除されます。さらに、経営主が同一世帯家族分

の保険料を支払った場合も、経営主の所得から控除できます。 

こうしたメリットを踏まえながら加入推進をお願いします。また、既加入者

へ保険料の引き上げお

よび前納の案内につい

てもお願いします。 

 

◆11 月以降、農業会議

と JA 中央会でインスタ

グラム広告とラジオ

CM を実施します。 
 

 

市町名 目標 8月 9月 合計 達成率 達成まで 市町名 目標 8月 9月 合計 達成率 達成まで

佐賀市 7 0 4 6 86% 1 上峰町 1 0 0 0 0% 1

唐津市 11 0 0 2 18% 9 みやき町 1 0 0 0 0% 1

鳥栖市 1 0 0 1 100% 達成 玄海町 2 0 0 0 0% 2

多久市 1 0 0 0 0% 1 有田町 1 1 0 1 100% 達成

伊万里市 3 0 0 0 0% 3 大町町 1 0 0 0 0% 1

武雄市 1 0 0 3 300% 達成 江北町 1 0 0 0 0% 1

鹿島市 2 0 1 1 50% 1 白石町 6 3 2 6 100% 達成

小城市 3 0 1 2 67% 1 太良町 3 0 0 0 0% 3

嬉野市 2 0 0 1 50% 1 計 51 4 8 23 45% 28

神埼市 2 0 0 0 0% 2
吉野ケ里町 1 0 0 0 0% 1 20～39歳 36 3 3 16 44.4% 20

基山町 1 0 0 0 0% 1 女性 29 1 3 4 13.8% 25



 



10 月 3 日付 全国農業新聞 農業者年金特集号 
 

 



１３．全国農業新聞・全国農業図書の普及推進について 
 
○全国農業新聞の普及推進について 

 
 

早期に農業委員・推進委員の皆購読を！！ 
                      
 

                          令和 7 年 11 月現在 

 
 
 

 
｢全国農業新聞｣を是非ご購読お願いします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

農業委員会組織では、全国農業委員会会⾧大会の決議に基づき、 

農業委員・推進委員全員に「全国農業新聞」を購読いただく 

活動に取り組んでいます。 

 

全国農業新聞は、農地利用の最適化活動や地域計画のブラッシュアップなど 

各委員が地域で活動に取り組む上で参考になる情報が満載されています。 

また、農業者に役立つ最新の技術や先進農家の取り組み等を紹介しています。 

～農業委員・推進委員１人・１年・1 部純増をお願いします～ 

 



 



○全国農業図書の紹介 
 
2025 年度版 農家相談の手引 
農地・経営対策に役立つ！支援制度の資料集！ 

農業委員・農地利用最適化推進委員をはじめとした地域
農業のリーダーなどが、農業者から相談を受ける際に制度
や施策の要点について説明するために活用できる資料集
です。 

各種研修会のテキストとして、農業に関するさまざまな
制度を学ぶ手引書として幅広く使用できる、多くの情報を
わかりやすくまとめています。【税込 880 円】 
 
 
令和７年度版 よくわかる農家の青色申告 
農家向け手引書の「決定版」！ 

各種農業施策の対象として位置づけられ重要性が高ま
る青色申告制度の仕組みと申告手続き、源泉徴収と納付の
仕方、簿記記帳の実務、確定申告書の作成から納税までを
網羅し、記入例を交えて解説した農家向け手引書の決定版
です。 

令和７年度版では、農業に関する税制改正事項のほか、
所得税の基礎控除の見直しに伴う対応についても掲載し
ています。【税込 990 円】 
 
 
４訂 農業委員・推進委員活動マニュアル  
「地域計画」の実現に向けて内容を一新！ 

「農業委員・推進委員が活動するために必要な情報を盛
り込んだマニュアルです。農業経営基盤強化促進法等の改
正に伴い、令和７年３月までに全国１万 8633 地区で「地
域計画」が策定されたことを踏まえ、内容を一新しました。 

第１章では農業委員会についての基礎知識や期待され
る役割について、第２章では農業委員会の業務内容につい
て解説。第３章では「地域計画」の策定に向けて、どのよ
うに取り組めばよいのか、また、「地域計画」策定後のブ
ラッシュアップ（見直し）をどう進めて行くかを具体的に
紹介しています。【税込 770 円】                 
 

新刊図書の案内 



14．常設審議委員会の結果について（令和 7 年 9 月・10 月） 

<農地法関係処理状況> 
【審議件数】 

回数 期日 区分 件数 

第 114 回 9 月 16 日 
第４条 0 
第５条 3 

第 115 回 10 月 15 日 
第４条 0 
第５条 4 

【田畑別件数及び面積（㎡）】 

回数 期日 区分 
田 畑 計 

件数 面積 件数 面積 件数 面積 

第 114 回 9 月 16 日 
第４条 ０ － 0 － 0 － 
第５条 3 19,679 1  71 3 19,750 

第 115 回 10 月 15 日 
第４条 0 － 0 － 0 － 
第５条 3 11,422 2 5,003 4 16,425 

 

15．今後の行事予定について 

月 日 時間 場  所 内  容 

11 

11 13:30 Web 農業者年金担当者研修会（支給停止関係） 
17 13:30 佐賀総合庁舎 第 116 回常設審議委員会 
18 14:00 ⾧崎市 九州・沖縄ブロック女性委員研修会(1 日目) 
19 9:00 ⾧崎市 九州・沖縄ブロック女性委員研修会(2 日目) 
26 13:00 東京都 農業者年金加入推進セミナ－ 

27 9:00 東京都 
国会議員への要請活動 
全国農業委員会会⾧代表者集会 

12 
10 13:30 グランデはがくれ 農業者年金担当者研修会（裁定請求関係） 
15 13:30 グランデはがくれ 第 117 回常設審議委員会 
15 15:00 グランデはがくれ 市町農業委員会会⾧会議 

1 15 13:30 佐賀総合庁舎 第 118 回常設審議委員会 

※10 月末時点の予定ですので変更もあります。公文書の確認をお願いします。 

 
 ご予定お願いします！！ 

農地法第４条及び第５条の規定により県農業委員会ネットワーク機構（佐賀県農業
会議）に意見を求められた案件について、常設審議委員会で審議されました。 

第 114 回、第 115 回の件数及び面積については、下表のとおりです。 


